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本格的な夏のシーズンを前に 

校長 遠山 松雄 

 

６月も後半を迎えました。今年は昨年より 1週間早く梅雨入りをしました。２日続けて最高気温が 20℃

を下回る日がありましたが、今週は 30℃前後まで気温が上がる蒸し暑い日が続いています。毎日天候を

見ながら、「水泳の学習ができるか？」「熱中症が心配だ。」と日々心配の種が尽きない状況です。コロナ

禍でのマスクの着用が新しい生活様式の中で広く定着をしましたが、命に係わる最悪の状況も想定し、

国の方針である夏季における熱中症予防を感染症対策より優先し、登下校や休み時間等に外で走り回る

ようなときにはマスクを外すような指導を継続して行っていきます。保護者や地域の皆様にもご理解ご

協力をいただきたくお願いいたします。 

 

毎年この時期になると６月に行われた高校時代の文化祭のことを思い出します。今もそうですが、人

前で話をしたりすることが苦手な性格でした。たまたま入部した合唱部の友人にその気にさせられて、

彼が担当をしていた後夜祭の「のど自慢」に出たり、３年生のときには部活の友達数名と「日本の心を

唄う会」を結成し、童謡・唱歌や昭和の流行歌を野外ステージで歌ったりした記憶がこの季節になると

甦ります。こうした経験が教員になろうという気持ちを後押ししてくれたように思います。もし、この

時の経験がなければ、今とはまったく違った道を歩んでいたかもしれません。人との出会いやちょっと

したきっかけが今の自分をつくり上げたと思います。あれから四十数年、コロナ禍で大人数で集まるこ

とはできませんが、今でもその当時の友人たちとの交流が続いています。これからもつながりを大切に

していきたいと思っています。 

 

さて、５月末の三ツ境スポーツフェスティバルは、幸い天気にも恵まれ、無事に行うことができまし

た。参観にいらした保護者の皆様、ありがとうございました。今年度もペアでの活動を大事にし、練習

では、教え合い、学び合う場面を大切にしていきました。一人ひとりが力走した徒競走、ペア学年で活

動をした競技や演技で、子ども達はそれぞれ力を出し切りました。また、久しぶりに復活した応援団に

よる三色に分かれての応援合戦、ペア学年の子たちが協力して作ったお手製の応援グッズもスポーツフ

ェスティバルを盛り上げました。今年も来賓の方にご遠慮いただいたり、保護者の参観を一名としたり

するなど、やむを得ない形での実施となりましたが、ご協力いただきありがとうございました。 

 

７月 6 日、7 日には、６年生の日光修学旅行を予定しています。６年生は、修学旅行に向けての準備

を進めています。昨年は何度も延期をしての実施、一昨年は日帰りで箱根に変更しての実施でしたが、

３年ぶりに予定通り実施ができそうで安堵しています。今後も、感染症対策を継続しながら、できるこ

とを少しずつ増やしていけるように進めていきたいと思います。 

令 和 ４年 ６月 2 3 日 

横浜市立三ツ境小学校 

学校長   遠山  松雄 
 

学校教育目標『つながる 続ける 創り出す』 



生活安全教室（低学年） 

インターネット・スマホ教室（高学年） 

 低学年は日常生活の安全や非行防止を中心に、情報

端末についても取り上げ、生活全般の意識を高めま

す。 

中高学年は、情報端末の利用について、正しい知識

を知り、トラブルを起こしたり巻き込まれたりしない

ために、機器の利用の仕方について考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


